
出典   

ClinInfe¢tDis  

2005；41：120ト  

1208  

穏雲   

／くルポウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価により、症状が  
早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

／〈ルポウイル  

クロイツフェル ト・ヤコブ病  
JViro12006：80こ  

322－331  

‾  
竜酌許櫛備蓄武勇ヨ諸ヲウ音ジ高市藩酎臼≡ホモ  
検討した。ハムスターS¢237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、SDS濃  
度、暴東胡間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターS¢23丁  
プリオンに比べ、不活性化に柑万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線に付着したヒト＄CJDプリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  
去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

慢性消耗病（OWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザルの脳内に捷  
種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組凱こはPrPresが検出され、濃縮状変性が認められた。蓋長類に  
CWDが感染した初めての報告である。  

異型クロイツ  JVjr012005；79：  

13794－13796  
フェルトヤコブ 病  

イダノアのサツサリ地方で飼育されている818頭のヒツジについて嗣ベ  異型クロイツ  N8tMed2005：11：  

1137－113も  

フェルトヤコブ 病  
たところ、そのうち281預がプリオン病に対する感受性を与える打np対立  
形質を有していた。7頭が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPS¢が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100頭について乳腺を組織学的に桐べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた現現では乳腺においてPrPScが検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272矧こついても同様の調査  
を行ったところ、1頒が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPSGの沈着が予期せぬ組織lこ広がることが示さ  
れた。   
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概要  
●■－－－●－■■■■■■■■■－－■－■■▼－－－■－－－－●－■■一一●－■■－－－■－－－－－－一一－－－－■－●●■■－●■●■●■■●－■■－－一  

美国保侶省の月間統計によると2008年1月¢日時点でCJD死亡患者総  

感彙癒咋耶   

異型クロイツ  
数（BSEと関連があると思われるvcJDを含む）は153例で、内訳はvCJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡点者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例で、VGJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。  

フェルトヤコブ 病  

■■●－■－－■■■－－－－■－■一■－t－－－一一■－－－－■－－－■■－－■－－－－－－－－－■－一■■－■一一－－■－－－●■－■一－■■一l■■  

輸血と関連したvcJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ケ  
月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
voJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血欺分国製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と開運している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存しているおよそ30人の一人  

だった。対象者は全長vCJD暴需の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防措置雇  

講じるよう求められている。  

莱匡Il兼憶管Press  

Statement  
ht匝：／／ww軋hpa．0r  

g．uk／hpa／nows／ar  

tictes／press＿relea  

ses／2006／060209  

＿dd．htm  

フェルトヤコブ  
病  

■■■■■－●■■■■一■－■■－－■■－■■■■●■●■■－－－－■－－－一－－－■－－一－－－■■一－－■－一－－－－■■－－－－－－－－－●●  

捜性洞粍病（CWD）のシカの骨格筋中に感染性プリオンが含まれている  異型クロイツ  Sく壷n¢e2006；  

311：11り  かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにおいて  
検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物を脳内に拷穫したトラン  
スジェニックマウスは380－490日後に、脳抽出物を接種した群は230～  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳にはPrP鍾が  
検出された。正常シカの抽出物を接種した対照群では発病しなかった。  

フェルトヤコブ 病  

さるる7萄涌1珊百京大努種訴説応手＝天才ラブ天重賞套だ海事ぎ  
れた。男性は英国およぴフランスに滞在歴があった。2001年¢月に発病  
し、2003年1月には脳幹髄液は14－3－ほ自質暢性であった。P押遣伝  
子解析では変異は見られなかった。2003年12月にはMRIと脳波より、＄  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検によりvCJDと  
診断された。日本初のvCJD確定例である。   

異型クロイツ  
Lan¢8t2006；3¢7： 874  

フェルトヤコブ 病  
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概要   

vcJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイピーの危険性を  

警告している。ヒトに感染するおそれがあるため、、現在18月齢以上の  
ヒツジに行われているTSE検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うよう  
に求めている。  

感染症藩昭   

異型クロイツ  

出典   

SundayHe柑Id  
ブ  

http：／／www．sunda  

yherald．com／5444  
2  

フェルト・ヤコ 病  

米国で1987年から19粥年の聞に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者柑例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス（HPV）ロNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

ウイルス感染  

2005：43：5428－  JCIin Miorobio1  5434  

インド洋西部でテクングンヤウイルスによる感染症が流行している。レ  ウイルス感染  ProMED20060205  
－0040  ユニオン島では2008年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  

に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

‾  
菜薗了三云［て〒：ヲ斯古百花苅≡ホモ雨天葛だぉご竜宮なヲ砺  

糞便275検体をRT－PCR法によりスクリーニングした。6例が陽性で、遺  
伝子配列分析の繕果、ゲノダループmの型と潜在的組み換え型が同定  
された。1つの遺伝子型は遺伝子的、抗原的にヒト／ロウイルスと関連  
性があった。   

ウイルス感染  

2005：11：1874－  Emerg）nfectDis  1881  
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概要   

■－－－■■■－－－－－－■■■－一－－－一■－■■■■■●■■■－■■t－－－－■－－－－■■●－■－■－●●－－1一－－－－－－●■■－－－－－■■－－■■■■  

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で1的＄年から1999年に供血青から集められた血清785  

例について検査した。その結果、抗体陽性串は、健常ドナー群で  
12％（37ヰ例中44例）、高ALT値群で21％（350例中用例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で2的（引例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内‖検体（9．的）が陽性であり、既知のVesiviⅢSと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesiviru＄に感染したヒトも、またVesiv血sウイルス血症青もいることを  
示している。  

感染症津昭  出典   

JMedV血12006；  
了8：693－701  

■－－■－■－■■■■■■●－●■■l■■●一■－■■－－■■－－一一－－－－－－→●－t－－■－■一■ －－－－－1■■■■■■■t■－■■■●■l■■－－■■－■■－ 2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  S¢ience2005：  

310：876－679  液、糞、唾液を採取し、血清検体および集または唾液由来¢DNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ玉音検により分析した。その稀果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルスくSARS－00V）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（Sし－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的にSレ00Vの範疇lこ入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSL－CoV群の一員であったことを示す。  

薪蔽F吉所元頁緬砧i薩画面轟哀び藤森急に関連する可能性  
があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  
考えられる。  

ClinlnfoctDiさ  

2006；42：834－638  

k   
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概要   
－■■－・－■■－1－－－－1■■■■－－●■－■■■■■■■■－－■■－■■■■－－・■■・－－－一一■■■一一●■■■■■■●■■●■■■■■■■－－－－－－■11■■■■■－■●－  

ガボンおよぴコンゴで2001年から2003年にかけて発生したヒトと大型軍  

出典   

Nature2005：438：  

575－578  

感染症（PT「  

長矧こおけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾搬で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体喘性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる附こ検査されたためと思われる。  

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
甘髄移植を受けた6歳の少女は移植後引日日に全身紅班、6日日に発  
熱を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデング  

デング熱  Blood2005；106：  

Abs廿aGt＃5331  

ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デンダウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

亘6訪葡こ貰画面丙苛惑築〔真言塾静粛お産繭訴：1耳二言茄青首●  

の病院で8例発見された。E型肝炎は美園ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

E型肝炎  JMedViroI2008：  
78：473－47さ  

日本国有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。日本で回収さ  
れた遺伝子型3HEV24株および遺伝子型4HEV24株は、821ntRN＾ポリ  
メラーゼ遺伝子フラグメントから成る系統樹で、外国株とは明らかに異  
なるクラスターを示した。ヌクレオチド置換速度から、日本国有HEVの先  
祖は、英国から日本ヘヨークシャ種のブタが輸入された1900年唄進入  
したと考えられた。遺伝子型3の進化は1920年代から緩やかに始まり、  
遺伝子型4は1粥0年代から急速に広まった。日本におけるHEVの土着  
化と蔓延は豚肉摂食の大衆化と関連することが示唆された。   

E型肝炎  JGenViro12006；  
87：949－954  
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■  

一般名  人赤血球凛厚液  
原材料名   
人血液   

含有区分  

原産画  日本   
出典   

JM8dVirく〉1200¢；  

了8：31卜317  

職責   

ドイツで初めて8／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  

（HIV－1）が同定された。このウイルスは、NucliSenseHlV－1QTa＄Say  
（OrganonTecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5te＄t  
（RocheMoIecularSystems）ではLCxH）VRNAQuan咄ativeassay  
（仙伏しaboratorie＄）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ縮合部位でのヌクレオチドの不整合が、定王墓の原因である。HⅣ－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。  

スペインの2つの大病院で行われた成人における肺灸連鎖球菌菌血症  

回顧拭放で、1020件中108件（10．6射が病院内肺炎球菌血流感染  
（NP別）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入院  
後、血液培養が陽性になるまでは3～135日（中央値17日）で、基礎疾  
患は悪性腫瘍（31射、悼性閉塞性肺疾患（28．6射、心不全（16．9射、捜  
性腎不全（15．¢射、肝硬変（13射、HⅣ感染（13％）であった。患者の31．2％  
が重度の敗血症、11．7痛く敗血症ショック、3．9痛t多臓器不全を呈し  
た。原因菌の血清型のうち、了8射ま2さ価多糖体ワクチンに含まれてい  
た。35名（略5％）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3射がNPBlに関連  
すると考えられた。  

レンサ球菌感  
染  

ClinMi¢rObiol  

Infect2005；11：  

919－924  

2004年3月にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすべてにおいて、  
成分採血由来の血小板製剤における細菌汚き削こついてルーチンの品  
質管理試臆を行った。細菌試験の最初の10ケ月で3帥．植8例中22¢例  
が初期陽性であった。初期陽性のものにつき再度検体採取したところ、  
68例で細菌汚染が確曙され、犠牲串は0．0用牒であった。単離された細  
菌はブドウ球菌属（椚．1射、連鎖球菌屑（2¢．さ射、グラム陰性膏（17．¢射  
であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性輸血  
反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコアダラーゼ陰性  
ブドウ球菌が帝国とされた。   

細菌感染  ■作ansfu6ion2005；  

45：1845－1852  
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感桑症ぷ明   

細菌感染  

概要   

オランダで2002年11月に全国紙－の皮膚消毒法（70％イソプロピルアル  

コールを用いたダブルスワブ消毒）が導入された。2002年から2003年  
に、プールされた軟層由来の濃縮血小板113．098例をスクリーニングし  
たところ、新消毒法導入後の初回陽性は0朋％で、導入前の0．9満と比  
べ、わずかな減少あった。初流血除去／くッグを使用していた施設では  
細菌汚染の頻度は有意に低く、新消毒法導入前は0．5％、導入後は  
0．37％であった。アフェレーシス濃縮血小板は8000例中24例（0．3％）が初  
回陽性であった。  

出典   

Transf購ion2006；  

48：478－485  

細菌感染  血小板供血歴の長い、無症候性の58繰男性由来の血小板が単球症リ  
ステリア陽性であった。パルスフィールドゲル電気泳動／くターンはCDC  
データベース中の他の2例の単球症リステリア分離株と一致したが、疫  
学的な関連性は見られなかった。  

Tr引1＄fuslon2006；  

48：305－309  

感染  柑99年以来、スウェーデンでは梅毒症例数が増加している。男性と性  
交渉する男性の間で激増しているためで、2004年は前年比7％増の柑2  
例で、1980年代半ば以来最高となった。感染の60％は男性間性交渉、  
38％は男女間性交渉によるもので、約半数（97例）がストックホルム都で  
報告されている。ストックホルム都外の症例のうち2例は海外で血液製  
剤により感染した。  

‾  
亘6諒軒頂苗すだ東面廉廉著瓦議妻萎嘗蔑視葡涌両者百套菅二才  

Eurosun／e川ance  

2005；10（1り：  

051110  

AA日日Weekly  
Repo止2006；  

12く2）：卜3  

ンフルエンザの大流行とその血液供掛こ及ぼす影響について議論され  
た。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強閉された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染間週も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

トリインフル工ンザの流行がアジア、アフリカ、ヨーロッパの国々に広  
がっている。2006年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した国lま、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イダノ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぽる。   

WHO  
http：／／www．who．in  

t／G＄「／don／2006＿0  

2＿21b／8∩／index．ht  

ml  
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感染症髄哨  クロイツフェル トヤコブ病  
出典  微寒  

‾  
衰衝欄ニ〔モ汚ぷ㌫苅慧葛列首ち石寺請衝前≡ちホモ  
検討した。ハムスターSG237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS春希l±よる不活性化には、SDS濃  
度、暴需用憫、温度が関係した。ヒト8CJDプリオンはハムスターSG237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鍋  
鰍こ付着したヒト＄CJDプリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  

去された。この知見は手術器月や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

JVir012006；80：  

322－331  

●●■■●■●l■■■■■■■■●■－■■■■■■ll■－－■●■■■－■■■－■■●－●■■■－■■■■■一一■■－－■■－■■一■■－■■■●■■l■  

イタリアのサッサリ地方で飼育されている818頭のヒツジについて調べ  異型クロイツ  N8tMed2005；11  
1137－1138  

フェルトヤコブ 病  
たところ、そのうち2馴讃がプリオン病に対する感受性を与えるPmp対立  
形質を有していた。7頭が明らかなスクレイピーであったが、脇、リンパ  
節、扁桃腺でP貯S¢が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100‡軌こついて乳腺を細線学的に調べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4預では乳腺においてP貯S¢が検  

出された。30klれ離れた別の群れのヒツジ272頸についても同様の調査  
を行ったところ、1璃が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPS¢の沈着が予期せぬ租1附こ広がることが示さ  
れた。  

異型クロイツ  夷函喪音替ゎ月輌軒によるとioo¢年1月8日時点でCJD死亡患者総  
数（8SEと間違があると思われるvCJDを含む）は153例で、内訳はvGJD  
確定例における死亡点者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経廟  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvGJD患者は¢例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。   

ProMED20060112 －0070  
フェルトヤコブ 病  
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感染症瀦愕   

異型クロイツ  

概要   

－－▲■■■一一■■■■■■●■■－■l■■▲■■■■■■■－■■■■■－■一一・・〟－■■一－●－■－■■■－●・■・■－■■lt■－・－■■■■■■－■■●■－■■■■－■■■■一■■■－■■一●一l  

輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ケ  
月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vGJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら8例は、血策分国製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存しているおよそ30人の一人  
だった。対象者は全良voJD暴謁の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvcJ口伝播の危険を減らすための予防措置を  
講じるよう求められている。  

出典   

英国保健省Press  
Statement  
http：／／www．hpa．0r  

g．uk／hpa／news／ar  

ticle8／press＿relea  

se8／2006／060209  
＿由d．htm  

フェルトヤコブ 病  

碩篠碩甫蔀‡前古子方ジ荊相磯官有だ感染産ヲウ芽ジが蒼ま茄モC；首  
異型クロイツ  Science2006；  

311：1117  かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにおいて  
検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物を脳内に棒種したトラン  
スジェニックマウスは360～490日後に、脇抽出物を接種した群は230－  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳にはPrPs¢が  
検出された。正常シカの抽出物を捷種した対照群では発病しなかった。  

フェルトヤコブ 病  

2004年2月に50績の日本人男性がGJDサーベイランス委員会に報告さ  
れた。男性は英国およぴフランスに滞在歴があった。2001年6月に発病  
し、2003年1月には脳脊髄液は14－3－3蛋白質陽性であった。PrP遺伝  
子解析では変異は見られなかった。2003年12月にはMRlと脳波より、8  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検によりvcJDと  
診断された。日本初のvCJD確定例である。  

異型クロイツ  
Lancet2006；367： 8丁ヰ  

フェルトヤコブ 病  

vcJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイピーの危険性を  
警告している。ヒトに感染するおそれがあるため‥現在18月齢以上の  
ヒツジに行われているTSE検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うよう  
に求めている。   

異型クロイツ  Sunday Herald 
2006年3月5日  
http：／／www．＄unda  

yh即ald．com／5444  
2  

フェルトヤコブ 病  
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感染症沖罰  出典   

JClinMkrobio1  
2005；43：5428－  

5434  

概要   

米国で1987年から1996年の間にH】∨感染小児患者ら7例から採取し、凍  
結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／iピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健儒者3例がHPV型1¢ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

ウイルス感染  
インド洋西部でチクングンヤウイルスによる感染症が流行している。レ  ProMED20060205 －0040  ユニオン島では200¢年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

ウイルス感染  米国において、ブタのノロウイルスについて調べるため、正常なブタの  
糞便275検体をRT－PCR法によりスクリーニングした。¢例が陽性で、遺  
伝子配列分析の結果、ゲノグループlIの型と潜在的組み換え型が同定  
された。1つの遺伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと開運  
性があった。  

2005；11：1874－  EmerglnfeqtDis  1881  

ウイルス感染  さる砺稿「「自盲繭節硝石軒三：ラ亨珊汚ジ夢  
ンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳（7－81歳）であった。月別の  
輸入例数lまレユニオンでの発生状況と関連が見られた。自発例は2006  
年3月に1例発生したが、輸入例患者をを看穫した看護師で、インド洋へ  
の旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。  

Euro飢In付目an¢e  

2008；11（4）：  

060420  

肝炎  JlnfectDis2008；  
柑3：1089－1097  

非特異門PCR奇行った躁、染色体由釆配列菅除云することにより、非A－  

［肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中り例（24．鍋）に検出された。NVイ慢性患者析例中  
側例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫雀光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NVイは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  
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感染症漣咄  概要   

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で1998年から1999年に供血青から集められた血清765  

例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％（37ヰ例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で2≦鴨（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－P（⊃R試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が陽性であり、既知のVesivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを  
示している。  

出典   

JMedVir012006；  
78：693－701  

2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
液、糞、唾液を採取し、血清検僻および糞または唾液由来cDNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ重盲検により分析した。その結果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）の病原体であるSAFモS  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（S上CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSし－CoV群の一員であったことを示す。  

S（血nce2005：  

310：676－679  

新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾應に関連する可能性  ClinInfectDis  
200¢；42：＄34－639  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  

考えられる。  

エボラ出血  ガボンおよぴコンゴで2001年から2003年にかけて発生したヒトと大型霊  

長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて闘べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ様翔のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。書  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陰性の動物は感農から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前lこ検査されたためと思われる。   

N8tu帽2005：438：  

575－576  
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患染症洋哨  出典   

BIood2005；106：  

Abstract♯5331  

概要   

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALし）  

小児患者について報告する。柑94年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた8歳の少女は移植後5日目に全身紅班、8日日に発  
熟を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日日に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デングウイルス4型の1gM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デングウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移椙を受けた患者の死亡原因となりうる。  

E型肝炎  2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  
の病院で8例発見された。E型肝炎lま英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にH〔Vの可能性を考慮する必要がある。  

JMedViroI2006；  
78：473－475  

E型肝炎  日本国有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。日本で回収さ  
れた遺伝子型3HEV24株および遺伝子型4HEV24株は、821ntRNAポリ  
メラーゼ遺伝子フラグメントから成る系統樹で、外国株とは明らかに異  
なるクラスターを示した。ヌクレオチド置換速度から、日本国宥HEVの先  
祖は、英国から日本へヨークシャ種のブタが輸入された1900年頃進入  
したと考えられた。遺伝子型3の進化は用20年代から綬やかに始まり、  
遺伝子型4は柑80年代から急速に広まった。日本におけるHEVの土着  
化と蔓延は豚肉摂食の大衆化と関連することが示唆された。   

JGenVir012006；  
87：949－954  
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出典   

］nternationaI  
Conferen¢eOn  

Emerging  
lnfectious 
Diseases2006：  
Mar19－22：  

Atl即1ta－Georgia．  

Abs什aGtS＃50  

横雲  狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と搾触がある中央  
アフリカ人930名の血焚検体を用いて、HTLV多様性を調べた。ウエスタ  
ンプロット法で陽性の13例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統  
発生学的分析を行った。その結果、HTLV－3とHTLV－4と名づけた新しい  
ウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－3は、今までヒトでは  
見られなかったSTし∨－3に属する。11例でマンドリル由来のものなど、多  
様なHTLV－1感染が見られた。  

日本赤十 字社  
人全血液  

人全血液  
人血液  

日本  有効成分  
宥‾  ドイツで初めてB／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  

（川∨－1）が同定された。このウイルスは、NuGliSensモ川∨－1QTa88ay  
（OrganonTeckn紋a／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl，5test  
（RocheMolecularSystems）ではLCxH）VRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratories）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ籍合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量羞の原因である。HIV－1  
の遺伝的多様性がアッセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。  

2006／06／20  H】∨  JMedViro12008；  
7tI：311－317  

レンサ球菌感 染  Clin Miく汀Obiol  

lnf¢Ct2005；11：  

919－924  

スペインの2つの大病院で行われた成人における肺炎連鎖球菌膏血症  

回顧試験で、1020件中108件（10．6％）が病院内肺炎球菌血流感染  
（NP別）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入暁  
後、血液培養が犠牲になるまでは3～135日（中央値1丁日）で、基礎疾  
患は悪性腫瘍（31射、慢性閉塞性肺疾患（28．6！i）、心不全（16．9射、慢  
性腎不全（15．…）、肝硬変（13射、H】∨感染（13％）であった。患者の31．2％  
が重度の敗血症、11．7痛†敗血症ショック、3．9痛く多臓器不全を呈し  
た。原因菌の血清型のうち、78別ま23価多糖体ワクチンに含まれてい  
た。35名（45．5％）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3％）がNP別に関連  
すると考えられた。   
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概要   
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2004年3月にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすべてにおいて、  
成分採血由来の血小板製剤における細菌汚染についてルーチンの品  
質管理拭験を行った。細菌試験の最初の10ケ月で350．858例中22¢例  
が初期陽性であった。初期陽性のものにつき再度検体採取したところ、  
68例で細菌汚染が確認され、特性率は0．019％であった。阜離された細  
菌はブドウ球菌属（47．1射、連鎖球菌属（2¢．5煩、グラム陰性菌（17．8％）  

であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性格血  
反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコアケラーゼ陰性  
ブドウ球菌が原因とされた。  

感染症沖¶   

細菌感染  

出典   

Tr8nSfusion2005：  
45：1845－1852  

■■■一l■■■■－●■■■■t■一一－■－■－■■－－－－－一一一－■－●－－■－－－－－■■■－－－■■●■一－■■－●■l■■■ll■l■■t■●■ll■●■■■■■■■ オランダで2002年11月に全国紙－の皮膚消キ法（7鍋イソプロピルアル  

コールを用いたダブルスワブ消毒）が導入された。2002年から200さ年  
に、プールされた軟層由来の濃縮血小板113，093例をスクリーニングし  
たところ、新消毒法導入後の初回陣性は0．85％で、導入前の0朋％と比  
べ、わずかな減少あった。初流血除去／くッグを使用していた施設では  
細菌汚染の頻度は有意に低く、新消毒法導入前は0．5％、帝人後は  
0．3乃であった。アフエレーシス濃縮血小掛ま8000例中24例（0．3㌔）が初  
回陽性であった。  

細菌感染  Transfusion2006：  
46：476－485  

■■■■■■－t●－■■－●■■■－－■－■－■一一－－－－－■－－－－→■－－－－－－－－一一●－－－－－－－－－－－－－■－－－－一一■■  

血小板供血歴の長い、無症候性の58厳男性由来の血小板が離球症リ  
ステリア陽性であった。パルスフィールドゲル囁気泳動／くターンはCDC  
データベース中の他の2例の単球症リステリア分離株と一致したが、疫  
学的な関連性は見られなかった。  

細菌感染  Tran諭戚on2008；  

46：305－308  

‾  
了る諒軒訴訂貫首；芋写ぢ苛ほ梅毒壷葡萄閻モ亡；訂専権甜  
交渉する男性の聞で激増しているためで、2004年は前年比硝増の柑2  
例で、1980年代半ば以来最高となった。感染の80％は男性間性交渉、  
38％は男女間性交渉によるもので、約半数（97例）がストックホルム都で  
報告されている。ストックホルム郡外の症例のうち2例は海外で血液＃  
剤により感染した。  

l→■■1－■■■■■■■■■●－■■■■－■－■一－■一t－－■－－－－－－－－－－－－■－■】■－－－＝■－■■■■－－■－－一－－■■－－■■●－－■－   

Eurosun帽‖ance  

2005：10（11）：  

051110  
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榛要   

一●■■－■－■▼●■－■■■■－－■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■・－－－・－－－■■－・■－■川■－■■■■－－■■■■1■■－■■■■－－－■■－－1■－■■－  

感染症尊昭  出典   

AABB Weekly 
R8POrt2006；  
12（2）：卜3  

如0¢年1月5－6日に米国保健省血液安全安定供給諮問委貝会で、イ  
ンフルエンザの大流行とその血液供給に及ぼす影凱こついて線輪され  
た。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染開通も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

トリインフルエンザの流行がアジア、アフリ九ヨ一口ツ／くの国々に広  
がっている。2008年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した園は、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぽる。  

WHO  
http：／／www．wh0．in  

t／csr／don／2006＿0  

2＿21b／en／index．ht  

ml  

‾  
誇複欄拝所法モ茄苅話盲≡杓子ちお寺藩護符三ちtてモ  
検討した。ハムスターSo237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（sCJロ）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、SDS濃  
度、暴露期間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSG237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス銅  
線に付着したヒトsCJDプリオンは酸性SDSとオートクレープの併用で除  
去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

クロイツフェル トヤコブ病  
JVjr012006；80：  

322－331  

イダノアのサッサリ地方で飼育されている818頂のヒツジについて嗣ベ  
異型クロイツ  NatMed2005；11：  

1137－1138  たところ、そのうち281頭がプリオン病に対する感受性を与えるPmp対立  
形質を有していた。7珊が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPSGが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100頸について乳腺を組織学的に調べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4視では乳腺においてPrPS¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272頸についても同様の調査  
を行ったところ、1預が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPScの沈着が予期せぬ組織に広がることが示さ  
れた。   

フェルト・ヤコブ 病  
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出典  

概要  英国保健省の月間統計によると2006年1月6日時点でCJD死亡患者総  
ProMED200¢0112 －0070  数（BSEと関連があると思われるvCJDを含む）は153例で、内訳はvCJD  

確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。  

フェルト・ヤコブ  
病 

輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ケ  
月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年故に  
vcJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播叫ては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血渠分画製剤の授与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この点肴は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存しているおよそ30人の一人  

だった。対象者は全員vcJD暴寮の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。  

異型クロイツ  
英国保健省Pre＄8  

フェルトヤコブ  
病  

Statem8nt  
http：／／www．hpa．0r  

g．uk／hpa／news／8r  

ti¢les／ⅣeSS＿relea  

ses／200¢／0＄0209  

＿房d．htm  

桓複碩葡蘇i苅誘おジ；詣揃宿願草碓豪産ヲウ不評書ま茹モ亡て首  
異型クロイツ  S¢ience2006：  

311：1117  
フェルトヤコブ 病  

かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにおいて  
検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物盾脳内に棲種したトラン  
スジェニックマウスは380～4的日放に、脳抽出物を接種した群は230～  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳にはPrPsGが  
検出された。正常シカの抽出物を接種した対照群では発病しなかった。  

ト■   

異型クロイツ  2004年2月に50歳の日本人男性がCJDサーベイランス委員会に報告さ  
れた。男性は英国およぴフランスに滞在歴があった。2001年8月に発嘱  
し、2003年1月には脳幹髄液は川－3－3蛋白質陽性であった。PrP遺伝  
子解析では変異は見られなかった。2003年12月にはMRIと脳波より、8  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検によりvCJDと  
診断された。日本初のvCJD確定例である。  

L糾1Cet2008：36丁： 874  

フェルトヤコブ 病  
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概要   

vcJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイピーの危険性を  

警告している。ヒトに感染するおそれがあるため、、現在18月齢以上の  
ヒツジに行われているTSE検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うよう  
に求めている。  

感染症洋耶  異型クロイツ  
出典   

Sunday Herald 
2008年3月5日  
http：／／www．sunda  

yheraはcom／5444  
2  

フェルトヤコブ 病  

米国で1987年から柑96年の間にH】∨感染小児患者57例から採取し、凍  
縮保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス（HPV）DNAを  

嗣べた。患者8例と健儒者3例がHPV型16ゲノムの之つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した．pBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

ウイルス感染  
2005；43：5428－  JClinMjcrobio1  5434  

インド洋西部でチクングンヤウイルスによる感染症が流行している。レ  
ProMED20060205  －0040  ウイルス感染  

ユニオン島では2008年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

米国において、ブタのノロウイルスについて調べるため、正常なブタの  
糞便275検体をRT－PCR法によりスクリーニングした。6例が傾性で、遺  
伝子配列分析の頼果、ゲノダループIlの型と潜在的組み換え型が同定  
された。1つの遺伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関連  
性があった。   

ウイルス感染  
2005：11：18丁4－  

Emerg】nfectDis  1881  
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